
 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ解析における粒径の粗い材料の扱い 
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概要 

 アルミニウムＯ材のような粒径の粗い材料では正確な方位解析は難しい。 

   粒径の影響を軽減する方法としては、測定材料表面を広くし、平均値測定を行う必要があります。 

   大きな試料の揺動測定、入射エリアの拡大、Ｐｈｉ（β）軸のｓｔｅｐ測定より連続測定、 

複数の試料を測定し平均化などが考えられます。 

   光学系の変更ができない場合、複数試料の平均化が容易に出来る方法です。 

   以下に、平均化手法を説明します。 

   CTRソフトウエアは、試料毎にホルダを作成し、ファイル名の先頭に指数を配置したＡＳＣの 

   極点処理が行われます。 

   以下ではｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓホルダに 

 １１１＿Ｒ．ＡＳＣ 

 ２００＿Ｒ．ＡＳＣ 

 ２２０＿Ｒ．ＡＳＣ 

  と同一ファイル名を配置します。 

  ファイル名が異なる場合、ｒｅｎａｍｅ操作が必要になります。 

測定データ 

  

 

極点処理 

 バックグランド除去 

  （生成極点図のため、バックグランドは登録されていません） 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  必ず処理してください。 

 最適化Ｒｐ％ 

  必須ではありません。 

  

極点図の平均化 

 同一ファイル名の平均極点図を生成する。 

  

 

 

 

 



ＣＴＲソフトウエアの極点処理 

 

  

  

 平均化を行うＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅは 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓ 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓ 

  で行います。 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓでは 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓに各種補正が追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓによる平均化 

処理ファイル名の指定 

 

 

指定されたファイル名が表示される 

 

 選択したホルダ＋ファイル名 

 

 

 



平均化するホルダの指定 

 

 Ｃ：￥ｔｍｐ２￥Ｐｌｕｓを指定する。 

 

 

 ファイルを指定したホルダは表示されています 

 

 

 

 



一括データ処理を行う。 

 

 

平均化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ファイルの確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＥｘｉｔでＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓに戻る。 

１２ファイルが処理される 

Ｓｔａｒｔで加算極点図が表示される 



 

 ＯＤＦＦｉｌｅから各種ODF向けファイル作成画面 

 

 ｃｈＵ＿４Ａｖｅｒａｇｅは４ファイルの平均値を表しています。 

 

 

 



一括ＯＤＦ処理 

 平均化でではなく、指定したホルダデータからＯＤＦ向けファイル作成は 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓ（２Ｓ）、Ａｖｅｒａｇｅではなく、ＡＬＬＯＤＦＦｉｌｅｓ 

 で作成する。 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓ 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓ 

 

 

事前にODFの選択を行って置く 

  


